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今井耕介 著（粕谷祐子, 原田勝孝, 久保浩樹 訳） 

『社会科学のためのデータ分析入門』 

正誤表（2022/5/26現在） 

 

 上巻，p.20，下から 4行目・5行目 第 5刷（2020年 10月発行）より訂正 

(誤) 

pop.second <- c(4449049, 5320817, 6127700) 

pop.all <- c(pop.first, pop.second, 6916183) 

  

(正) 

pop.second <- c(4449049, 5320817, 6127700, 6916183) 

pop.all <- c(pop.first, pop.second) 

 

 上巻，p.38，上から 2行目 第 5刷（2020年 10月発行）より訂正 

(誤) 

## UNpop.R:9:9: style 

  

(正) 

## UNpop.R:7:7: style 

 

 上巻，p.154，1行目 第 5刷（2020年 10月発行）より訂正 

(誤) 

民主党議員のみからなるクラスターと，共和党議員のみからなるもう 1つのクラスターが生成したことが

わかる。 

  

(正) 

1人を除いた全員が民主党議員からなるクラスターと，共和党議員のみからなるもう 1つのクラスターが生

成したことがわかる。 
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 上巻，p.233，下から 2行目 第 6刷より訂正予定 

（誤） 

social.neighbor$age  <- 2006 ~ social.neighbor$yearofbirth 

 

（正） 

social.neighbor$age  <- 2008 ~ social.neighbor$yearofbirth 

 

 上巻，p.234，下から 8～3行目 第 6刷より訂正予定 

（誤） 

fit.age  <-   lm(primary2006 ~ age * messages,  

      data = so social.neighbor)  

fit.age  

##  

## Call:  

##  lm(formula = primary2006 ~ age * messages,  

 

（正） 

fit.age  <-   lm(primary2008 ~ age * messages,  

      data = social.neighbor)  

fit.age  

##  

## Call:  

##  lm(formula = primary2008 ~ age * messages,  

 

 下巻，p.266，下から 4行目 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（誤） 

これはデフォルトでは FALSEである。もしこの引数が TRUEに設定されれば，用語頻度 tf(w,d)は文書 dに
含まれるすべての単語の数によって除される。 

 

（正） 

これはデフォルトでは TRUEである。もしこの引数が FALSEに設定されれば，用語頻度 tf(w,d)は文書 dに
含まれるすべての単語の数によっては除されない。 
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 下巻，p.342，上から 7行目 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（誤） 

Yet another legislative year has come and gone with out the major reforms Californians 

 

（正） 

Yet another legislative year has come and gone without the major reforms Californians 

 

 下巻，p.342，脚注（２） 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（誤） 

Forから timeまでの～計算を行っている。 

 

（正） 

この脚注は前項の誤植に基づくものであったため，削除。 

 

 下巻，p.371，下から 6行目 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（誤） 

2, weighted.mean, weights = FLCensus$total.pop) 

 

（正） 

2, weighted.mean, w = FLCensus$total.pop) 

 

 下巻，p.382，下から 2行目 第 5刷より訂正予定 

（誤） 

�
𝑥𝑥

𝑡𝑡=0

 

 

（正） 

�
𝑥𝑥

𝑘𝑘=0
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 下巻，p.408，下から 6行目 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（誤） 

このことは，中心極限定理が成り立つならば，二項確率変数が，標本サイズ（この場合にはボールの数）

が増大するにつれて正規分布に近づくことが予測される。 

 

（正） 

このことは，中心極限定理が成り立つならば，二項確率変数が，標本サイズ（この場合には釘の数）が増

大するにつれて正規分布に近づくことが予測される。ここでは標本サイズは釘の列の数を表すのであっ

て，ボールの数ではない。後者の増大はモンテカルロ誤差を減少させる。 

 

 下巻，p.408，下から 2行目 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（誤） 

中心極限定理は，二項分布だけではなく，他の分布にも当てはまる。 

 

（正） 

中心極限定理は，ベルヌーイ確率分布だけではなく，他の分布にも当てはまる。 

 

 下巻，p.410，上から４行目 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（加筆） 

モンテカルロシミュレーションを通じたクインカンクスで示したように，ベルヌーイ分布，あるいはそれ

と同等のサイズがN＝１のときの二項分布からサンプル抽出する。 

 

 下巻，p.442，上から 6行目 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（誤） 

１―α/２）×１００%の信頼区間が 

 

（正） 

１―α）×１００%の信頼区間が 
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 下巻，p.443，上から 3行目 第 4刷（2021年 4月発行）より訂正 

（誤） 

標準正規分布の（１―α）×１００パーセンタイルの値として 

 

（正） 

標準正規分布の（１―α/２）×１００パーセンタイルの値として 

 

 下巻，p.489，最下行 第 5刷より訂正予定 

（誤） 

検出力 

 

（正） 

検定力 

powerの訳語として「検定力」「検出力」のいずれも用いられるが，本書では「検定力」に統一した 

 

 下巻，p.525，表 7.4 第 5刷より訂正予定 

変数名の一覧に以下を加える： 

han   漢民族の割合 

 


